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第6章では、気候安全保障（climate security）の議論に着目し、気候変動という越境的かつ
非人為的な事象が、サハラ砂漠周辺地域の不安定化要因となっていることを示した。「負の連鎖」
の分析モデルからは、気候変動という環境変化が主体・物体の移動や拡散をもたらし、それが地
域を不安定化させていると分析できる。そして、問題解決のためには、災害や紛争に対する外部
からの緊急支援や復興活動のみならず、気候変動に関する構造的な脆弱性を解消するための、現
地主体での中長期的な施策が必要であることを論じた。 
第7章では、5D 世界地図システムを用いて、複合的・多次元的な事象の連関を定量的に分析す
る方法を提示した。まず、リビアの内戦と政治変動がサハラ砂漠周辺地域に与えた影響について、
プロセスを時系列的に分析し、地図上に写像した。次に、中東・北アフリカ諸国におけるエネル
ギー需給と政治変動や紛争の相関について、時系列的変化と意味的変化を同時に可視化した。こ
れらの分析によって、5D 世界地図システムのデータ構造・情報空間・地理空間において複合的な
事象の分析・可視化システム環境の構築を行った。これにより、分析結果を時空間的に可視化す
ることが可能となった。 
第8章では、「リビア政治合意」と選挙への取り組み、ハイブリッド・ガバナンスをめぐる議
論、そして経済産業開発を事例に、リビア安定化の様々な取り組みとその課題を示した。2015年
末に締結された「リビア政治合意」や国連主導で進められる選挙など、リビアの国家再建を目指
して様々な取り組みがなされてきた。本章では、外部主導の政治プロセスが、リビアの統一と安
定ではなくさらなる分断と不安定化を招く結果をもたらしたことにより、「負の連鎖」が拡大し
たことを示した。石油生産の安定と産業の多様化が、不安定なリビアの政治・経済にとって重要
な課題であることを論じた。 
終章では、本論文の各章の概要をまとめ、「負の連鎖」の分析モデルをまとめ、リビアの
安定化に向けて国際社会が果たしうる役割、本研究分野における貢献と将来への展望をまとめて
いる。 
 
本研究は、「負の連鎖」の分析モデルを主要な提案とし、2011年の内戦以降のリビア
の政治動向について領域・地域横断的にまとめた学術的成果である。これらの研究成果
は、著者が、内戦後のリビアおよび中東・北アフリカ地域を対象として行った研究活動
によって生み出した成果の集大成であり、中東地域研究、国際安全保障、国際政治、そ
して多次元空間データベース分野における貴重な研究成果として位置付けられる。 
以上により、本論文の著者は、先端的研究を行うために必要な高度な研究能力、なら
びに、その基礎となる豊かな学識を有することを示した。よって、本学位審査委員会は
小林周君が博士（政策・メディア）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
